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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公表番号】特表2013-515201(P2013-515201A)
【公表日】平成25年5月2日(2013.5.2)
【年通号数】公開・登録公報2013-021
【出願番号】特願2012-545440(P2012-545440)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３０１Ｐ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ＺＡＢ　
   Ｂ０１Ｄ   53/36     １０４Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   23/42     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジン管理手段を備えた圧縮点火内燃機関と、排気ガス後処理用触媒を有してなる、
車両であって、
　前記エンジン管理手段が、使用中にアイドル条件を検出し、アイドル条件の存在を決定
してエンジンを全体的に停止させるように構成されてなるものであり、
　前記触媒が、一種以上の貴金属を含む触媒ウォッシュコートでコーティングされたハニ
カム基材モノリスを備えてなり、
　前記触媒ウォッシュコートが、上流側ウォッシュコート区域から下流側ウォッシュコー
ト区域に渡り延在するものであり、
　前記上流側ウォッシュコート区域におけるウォッシュコート層が、前記下流側ウォッシ
ュコート区域におけるウォッシュコート層と連続するものであり、
　前記上流側ウォッシュコート区域における熱質量が、前記下流側ウォッシュコート区域
における熱質量より小さく、
　前記上流側ウォッシュコート区域の貴金属の含有量が、前記ハニカム基材モノリスの貴
金属の含有量全体の５５～９０％であり、
　前記ハニカム基材モノリスが全長を有してなり、
　前記上流側ウォッシュコート区域が、前記ハニカム基材モノリスの入口端部によって上
流端部が定められ、かつ、前記入口端部から測定された前記ハニカム基材モノリスの前記
全長の２０％～４０％の間の地点によって下流端部が定められてなる、車両。
【請求項２】
　前記下流側ウォッシュコート区域における、前記上流側ウォッシュコート区域と比べて
より大きい熱質量が、前記下流側ウォッシュコート区域における、前記上流側ウォッシュ
コート区域と比べてより厚いウォッシュコート層により付与されてなる、請求項１に記載
の車両。
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【請求項３】
　前記より厚いウォッシュコート層が、０．２～０．６ｇｃｍ－３（４～１０ｇｉｎ-３

）のウォッシュコート含有量で付与されてなる、請求項２に記載の車両。
【請求項４】
　前記上流側ウォッシュコート区域は前記下流側ウォッシュコート区域より薄いウォッシ
ュコート層を有し、前記より薄いウォッシュコート層は０．０６～０．２１ｇｃｍ－３（
１～３.５ｇｉｎ－３）のウォッシュコート含有量を有してなる、請求項２又は３に記載
の車両。
【請求項５】
　前記下流側ウォッシュコート区域における、前記上流側ウォッシュコート区域と比べて
より大きい熱質量が、少なくとも３.５０ｇｃｍ-３の密度を有するウォッシュコート成分
により付与されてなる、請求項１に記載の車両。
【請求項６】
　前記ウォッシュコート成分が、アルファアルミナ、ランタナ、セリウムII酸化物、セリ
ウムIII酸化物及びジルコニアからなる群より選択されてなる、請求項５に記載の車両。
【請求項７】
　前記上流側ウォッシュコート区域の貴金属の含有量が、前記ハニカム基材モノリスの貴
金属の含有量全体の６０～８０％である、請求項１～６の何れか一項に記載の車両。
【請求項８】
　前記ハニカム基材モノリスの体積に対する前記ハニカム基材モノリスにおける貴金属の
含有量全体が、０．５３～１１ｋｇｍ－３（１５～３００ｇｆｔ－３）である、請求項１
～７の何れか一項に記載の車両。
【請求項９】
　前記一種以上の貴金属が、白金、パラジウム、ロジウム、金、銀及びこれらの２つ以上
の混合物から構成される群より選択されてなる、請求項１～８の何れか一項に記載の車両
。
【請求項１０】
　前記貴金属が、白金、パラジウム、白金とパラジウムの混合物又はパラジウムと金の組
み合わせである、請求項９に記載の車両。
【請求項１１】
　前記上流側ウォッシュコート区域における前記貴金属又は貴金属の組み合わせが、前記
下流側ウォッシュコート区域における貴金属又は貴金属の組み合わせと異なるものである
、請求項９又は１０に記載の車両。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　アイドル状態で動作を維持する従来のディーゼルエンジンに比べて、触媒がアイドル状
態で相対的に低温である排気ガスとの接触により冷却されないため、「停止／始動」技術
が備えられた車両ディーゼルエンジンのための運転サイクルにかけて触媒温度の変化が一
般的に少ない。本発明の発明者らは、このような「停止／始動」技術が装着されているデ
ィーゼル車両から排出される排気ガスの処理のために、改善された活動度を有するディー
ゼル酸化触媒を考案した。特に、発明者らは、コールド-スタート（ｃｏｌｄ-ｓｔａｒｔ
）排気ガスをできるだけ速く処理するための低い触媒ライト-オフ（ｌｉｇｈｔ-ｏｆｆ）
温度に対する競合的要求と、触媒がコールド-スタート後に既に「ライト-オフした（ｌｉ
ｇｈｔ-ｏｆｆ）」後で運転サイクルの低温期間中に所望の活動度を下回る「ライトアウ
ト（ｌｉｇｈｔ-ｏｕｔ）」とのバランスを取る装置を考案した。
【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　特定の実施形態において、前記第二又は第一区域のそれぞれに対して前記第一又は第二
区域での他の熱質量が他の区域で使用されるよりは、より厚いウォッシュコート層により
提供される。このような実施形態において、より厚いウォッシュコート層でのウォッシュ
コートの含有量は０．３～０．５ｇｃｍ－３（５～８ｇｉｎ－３）のような０．２～０．
６ｇｃｍ－３（４～１０ｇｉｎ-３）であり得る。反対に、他の区域で相対的に、より薄
いウォッシュコート層でのウォッシュコートの含有量は０．１～０．２ｇｃｍ－３（２～
３ｇｉｎ－３）のような０．０６～０．２１ｇｃｍ－３（１～３.５ｇｉｎ－３）であり
得る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　前記ハニカム基材モノリス上での貴金属の含有量全体は１．１～５．３ｋｇｍ－３（３
０～１５０ｇｆｔ－３）（例えば、１．４～４．２ｋｇｍ－３（４０～１２０ｇｆｔ-３

））のような０．５３～１１ｋｇｍ－３（１５～３００ｇｆｔ－３）であり得る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　特に好適な貴金属の選択は、白金、パラジウム、白金とパラジウム混合物（選択的に合
金として存在）又はパラジウムと金の組み合わせ、混合物であって、合金又は混合物と合
金を何れも含む。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　実施形態
　次の実施形態はコンピュータモデルの結果を示すが、平方インチ当たりの円筒形４００
セルの大きさ１４３×９８×１３５ｍｍと体積１.５０Ｌを有するコーディエライト流動-
貫通のハニカムモノリス基材が、全体にかけて低（０．１５ｇｃｍ－３（２.５ｇｉｎ－

３））又は高（０．４３ｇｃｍ－３（７.０ｇｉｎ－３））のウォッシュコート含有量と
均一な白金含有量（比較例）の均質なディーゼル酸化触媒ウォッシュコート層でコーティ
ングされる。本発明に係る区域化されたディーゼル酸化触媒は、同じベアハニカム基材モ
ノリスを用いて製造され、表１に示す。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００２７】
　表１の「ウォッシュコート含有量」の列に示された百分率数字は、基材モノリスの入口
端部から測定された基材全長に対する第一の上流区域（最左側列）と第二の下流区域の長
さを示す。「Ｐｔ含有量」の列は、左側から右側へそれぞれ第一の上流区域（左側列）と
第二の下流区域での白金含有量を示す。ＣＯ（ｇ）及びＨＣ（ｇ）の数字は、ディーゼル
酸化触媒の出口で測定された一酸化炭素と炭化水素に対するものである。「標準化された
ＣＯ（ｇ）変換率」と「標準化されたＨＣ（ｇ）変換率」は、均一にコーティングされた
低ウォッシュコート含有量（１．４ｋｇｍ－３（４０ｇｆｔ－３））（比較例２）に対す
るものである。全ての実施形態において全体の白金含有量は一定であった。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　低（０．７１ｋｇ／ｍ３（２０ｇ／ｆｔ３））出口区域の白金含有量に比べて高（３．
５ｋｇ／ｍ３（１００ｇ／ｆｔ３））入口区域の白金含有量は、ＣＯ変換率を改善させた
が、均一な含有量の実施形態に比べてＨＣ変換率を若干低下させた（実施形態６に対する
表１の結果参照）。しかし、白金分配２．５ｋｇ／ｍ３（７０ｇ／ｆｔ３）上流区域／１
．１ｋｇ／ｍ３（３０ｇ／ｆｔ３）下流区域（実施形態７）及び、３．０ｋｇ／ｍ３（８
５ｇ／ｆｔ３）上流区域／０．８８ｋｇ／ｍ３（２５ｇ／ｆｔ３）下流区域（実施形態８
））の追加的な繰り返しは、均一な含有量の触媒に対して類似するＨＣ変換率を提供する
が、驚いたことに、高ＰＧＭ含有量の上流区域の実施形態（即ち、３．５ｋｇ／ｍ３（１
００g／ｆｔ３）上流区域の実施形態）に比べてＣＯ変換率を改善させた。
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